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　令和６年11月16日、4か所のコミュニティセンター（松葉、城ノ内、
川原代、龍ケ崎西）において、「令和６年度市民と議会の意見交換会」
を開催しました。
　議員から、「子育て支援と人口減少問題」についての報告を行った
後、参加者の皆様から貴重なご意見をお寄せいただきました。
　いただいたご意見は今後の議会活動に活かしながら、今後も引き
続き皆様からのご意見を承れるような機会を設けてまいります。

令和６年度令和６年度

市民と議会の意見交換会市民と議会の意見交換会

 松葉コミュニティセンター

市外・県外の子育て世代に
龍ケ崎市がきちんと

認知されていないと思う。

龍ケ崎市の良いところを
もっとＰＲしてほしい。

子育て世帯にアンケートをとっているが、
子どもを産まない・結婚をしない選択を

している方への聞き取りも必要ではないか。
婚活を支援して結婚につなげている自治体も

あるので、ぜひ龍ケ崎市でも取り組んでほしい。

空き家は更地にした方が
売れやすいと思うので、
市として何らかの施策を

考えてほしい。

リノベーションした空き家に
お試しで住んでもらうなど、

定住に結びつくことを
進めてもらいたい。

なぜ、給食費無償化ができないのか。
人口減少化社会では自治体間で

人を取り合ってる状況。
給食費無償化をしているところが

選ばれると思う。

人口減少対策は必要だが、
今後人口が減り税収も減ってくる中で

市政をどうやって維持するかということも
一方では考えておく必要があると思う。

近くに良い就職先がないため、
大学を卒業した後に就職で戻ってこないのでは。

市として、産業誘致・商業誘致をしないと
人口は持たないと思う。
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 城ノ内コミュニティセンター

 川原代コミュニティセンター

昨年半年間は給食費が無償化
されていたのに今年度から有償になり、
負担を感じる。給食費以外にも学校の

教材費の負担が大きい。

給食無償化は国がやる
ことだが、現状そうなっ
ていないので、自治体で

進めてほしい。

龍ケ崎市にはコミュニティ
センター以外に集まれる

場所がない。

公園の除草回数を
増やしつつ、草刈りの依頼
にすぐに対応してほしい。

駅名改称や森林公園を
検証してほしい。

立派なものでなくてよいので、
児童館は必要。地域にそのような場所が
できれば、本やＣＤの提供など地域で

協力できることもある。

若者世代が龍ケ崎市に定住
しない、流出していること

にどう対処するのか。

市主催の結婚相談会は、
参加者が多いので、

続けてほしい。

小・中学校の統廃合が増えてくると思うの
で、小・中学校を１つの義務教育学校にし
た方がよい。少人数学級や先生不足、部活

動の人数不足の問題などもなくなる。

さんさん館は 4 歳になったら利用できず、
市内には遊ぶところがなくなる。もっと人
を増やして子どもが安全に遊べるような

環境を作るべきだと思う。

　地域の集まりは高齢者
ばかりで、40 代・50 代の

方は出てこない。

ゴミ拾いから治安を維持
し、龍ケ崎市に人を呼び込

むことに繋げたい。
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 龍ケ崎西コミュニティセンター

商店街にも子ども
たちに関するにぎわいが

ほしい。

高砂市営住宅跡地に若い世
帯を居住させてはどうか。

若い世代により収入が
増えるような取組を。

中学生ぐらいまで
サポートしてもらえる施設

の充実を。

安心して子どもを産み育てられる環境をつ
くるためには、工場を誘致するなど働く場
所が必要。今いる若い人を外へ出さないよ
うな方法をとるのが一番ではないかと思う。

保育園は働く家庭が対象であることは
わかるけれど、下の子の育休を取ると上の
子は幼稚園に転園となり、負担に感じる人

は多いのではないか。

子育て支援の先進地を視察しました子育て支援の先進地を視察しました
　令和 6 年 4 月より、少子化対策ワーキングチーム
を設置し、少子化対策や子育て支援施策について調査
研究を行っています。この取組の中で、11 月 11 日に 
子育て支援の先進地である「松戸市の子育て支援の取
組」と、「のだしこども館（野田市）」を視察してまい
りました。
　松戸市は、「やさシティ、まつど。」をスローガンに、
子育てしやすい街づくりを市の最重要施策のひとつに
掲げ、幅広い子育て支援を実施しています。この度の
視察では、令和 8 年度の本格導入を前に現在試験導入
中の「誰でも通園制度」等について、お話を伺いました。

　のだしこども館（野田市）は、「さまざまな子ども
たちが集い、子どもの成長に必要な遊びを通して学べ
る場」「保護者同士が安心して気軽に交流や相談がで
きる場」 「子どもたちの体験活動を市民が支え、多世代
の交流が図れる場」として、令和 4 年 10 月にオープ
ンしました。
　屋外には、噴水広場や遊具、芝生広場、屋内には、
プレイルーム、音楽スタジオ、調理コーナー、パソコ
ンコーナー、創作コーナー等があり、18 歳までの児
童生徒や保護者の交流の場となっています。

松戸市での視察の様子

のだしこども館の外観



（5）市議会だより 212 号

　龍ケ崎市議会では、令和 6 年 4 月より、全議員で構成す
る「少子化対策ワーキングチーム」を設置し、少子化対策や
子育て支援施策についての調査研究を行ってまいりました。
　流通経済大学共創社会学部の佐藤純子教授による講演、龍
ケ崎市役所人口問題対策室や子育て支援の担当職員との意見
交換、子育て世帯を対象としたアンケート調査などを実施し、
龍ケ崎市議会として提言をとりまとめ、令和6年10月16日、
龍ケ崎市議会から萩原市長に対し「龍ケ崎市における少子化
対策に関する提言」を提出しました。
　今後も、国や県、龍ケ崎市の動向を注視しつつ、さらに調
査研究を重ねてまいります。

○妊娠から出産、子どもが成長するまで継続した子育て支援を中長期的な視点 
　をもって推進すること
　【取組例】
　　・訪問支援の充実 
　　・障がいのある子どもへの支援 
　　・さんさん館の土日開館の検討 
　　・ファミリーサポートセンター事業、リフレッシュ保育事業の拡充の検討 

○こども家庭センターの設置にあたっては、母子保健機能と児童福祉機能の一体的 
　支援を効果的に実施できるよう運営の充実を図ること
　【取組例】
　　・相談窓口のワンストップ化による相談体制の充実
　　・情報の一元化による、児童虐待予防をはじめとした様々な子育て支援の一体的な提供 
　　　体制の確保
　　・関係機関（地域、学校、医療機関など）との連携による包括的な支援ネットワークの 
　　　構築
　　・利用者やその家族の意見聴取によるサービスの改善や新たなニーズへの対応

○子どもの居場所をさらに充実させるため、新たな拠点の整備を検討すること

　【取組例】
　　・０歳から 18 歳までのすべての子どもが安全に安心して過ごせる居場所の設置
　　・子どもや若者、保護者の相談体制の充実 
　　・子どもと若者が交流できる機会の創出 
　　・親同士が交流し学び合うための学習プログラムの検討

龍ケ崎市における少子化対策に関する提言事項

「龍ケ崎市における少子化対策に関する提言」「龍ケ崎市における少子化対策に関する提言」

　　　　　　　　　　　　　を提出しました　　　　　　　　　　　　　を提出しました
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◆
議
案
第
６
号

　

龍
ケ
崎
市
さ
ん
さ
ん
館
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

令
和
７
年
４
月
か
ら
さ
ん
さ
ん
館

の
「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
平

日
に
加
え
て
毎
週
土
曜
日
の
午
前
中

も
利
用
可
能
と
し
、
そ
の
利
用
機
会

の
拡
大
を
図
る
た
め
、
改
正
を
行
う

も
の
で
す
。

◆
議
案
第
７
号

　

龍
ケ
崎
市
駅
前
こ
ど
も
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

　

本
年
度
末
を
も
っ
て
駅
前
こ
ど
も

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
機
能
「
送
迎
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
廃
止
し
、
令
和
７

年
４
月
か
ら
新
た
に
「
保
育
ル
ー
ム
」

を
設
置
し
て
児
童
の
一
時
預
か
り
事

業
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
育
児

疲
れ
解
消
や
お
出
か
け
な
ど
、
保
護

者
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
機
会
の
充
実
を

図
る
た
め
、
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

◆
議
案
第
９
号　

　

龍
ケ
崎
市
立
図
書
館
に
係
る
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

令
和
12
年
３
月
31
日
ま
で
の
５
年

間
に
つ
い
て
、
指
定
管
理
者
に
「
図

書
館
流
通
セ
ン
タ
ー
・
ア
ビ
ッ
ク
共

同
事
業
体
」
を
指
定
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。

◆
議
案
第
１
号　

　

龍
ケ
崎
市
森
林
公
園
維
持
整
備
基

金
条
例
に
つ
い
て

　

基
金
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、

龍
ケ
崎
市
森
林
公
園
の
施
設
の
維

持
、
整
備
を
計
画
的
か
つ
適
切
に

行
っ
て
い
く
こ
と
な
ど
に
必
要
と
な

る
費
用
を
確
保
す
る
た
め
、
条
例
を

制
定
す
る
も
の
で
す
。

◆
議
案
第
３
号　

　

龍
ケ
崎
市
立
学
校
設
置
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　

令
和
９
年
４
月
に
開
校
を
予
定
し

て
い
る
長
山
中
学
校
区
の
義
務
教
育

学
校
に
つ
い
て
、
仮
称
と
し
て
い
る

名
称
を
「
北
竜
台
学
園
」
と
定
め
る

た
め
、
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◎
質
疑

金
剛
寺
議
員　

図
書
館
流
通
セ
ン

タ
ー
・
ア
ビ
ッ
ク
共
同
事
業
体
が
評

価
さ
れ
た
新
た
な
提
案
の
内
容
と
現

在
の
職
員
の
継
続
雇
用
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

教
育
部
長　

新
た
な
提
案
と
し
て

は
、
移
動
図
書
館
車
、
サ
プ
ラ
内
商

業
施
設
と
北
竜
台
分
館
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
展
開
、
電

子
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
学
校
図
書
館

向
け
拡
充
、
カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
設
置

が
あ
り
ま
す
。
継
続
雇
用
に
つ
い
て

は
、
龍
ケ
崎
市
指
定
管
理
者
選
定
委

員
会
か
ら
、
現
在
の
職
員
を
含
め
、

市
民
の
積
極
的
な
雇
用
に
努
め
る
旨

の
意
見
を
踏
ま
え
、
新
旧
指
定
管
理

者
間
で
の
引
継
ぎ
の
中
で
行
わ
れ
る

こ
と
に
な
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

◆
附
帯
決
議
案
第
１
号　

　

令
和
６
年
請
願
第
４
号 

龍
ケ
崎
市

立
小
中
学
校
の
学
校
給
食
費
無
償
化

を
求
め
る
請
願
書
に
対
す
る
附
帯
決

議
　

学
校
給
食
費
無
償
化
実
現
に
向
け

て
、
次
の
意
見
を
付
す
る
も
の
で
す
。

「
学
校
給
食
費
無
償
化
を
実
施
す
る

た
め
に
は
、
多
く
の
財
源
が
必
要
な

こ
と
か
ら
、
持
続
可
能
な
行
財
政
運

営
を
確
立
す
る
こ
と
を
念
頭
に
置
き

な
が
ら
、
国
や
茨
城
県
の
動
向
を
注

視
し
つ
つ
、
恒
久
的
な
財
源
の
確
保

を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
学
校
給
食
無

　審議された主な議案の内容と、本会議で行われた議案に対する質疑や討論の一部について掲載しています。
　議案を所管する委員会においても、議案等の審査を行っており、その審査内容の一部を次ページに掲載して
います。

▼
第
４
回
定
例
会
（
12
月
）

償
化
の
実
現
に
向
け
検
討
を
進
め
る

こ
と
。」

◎
質
疑

大
野
（
誠
）
議
員　

恒
久
的
な
財
源

の
確
保
を
、
ど
の
よ
う
な
道
筋
で
考

え
て
い
る
か
お
尋
ね
し
ま
す
。

椎
塚
議
員　

執
行
部
・
県
・
国
に
意

見
を
届
け
な
が
ら
、
財
源
を
確
保
し

た
上
で
無
償
化
を
進
め
て
い
く
と
い

う
の
が
、
我
々
議
会
の
役
目
と
思
い

ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
意
味
で
の
附

帯
決
議
で
あ
る
と
ご
理
解
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

◎
討
論

金
剛
寺
議
員　

一
般
質
問
で
は
国
や

県
な
ど
の
支
援
が
あ
る
ま
で
は
無
償

化
は
で
き
な
い
と
い
う
市
長
答
弁
で

し
た
。
こ
の
請
願
は
、
国
や
県
の
制

度
を
待
っ
て
い
て
は
、
い
つ
に
な
る

か
分
か
ら
な
い
の
で
、
市
独
自
で
無

償
化
し
て
欲
し
い
と
い
う
趣
旨
で
あ

り
、
こ
の
附
帯
決
議
は
そ
れ
に
反
す

る
内
容
な
の
で
反
対
し
ま
す
。

岡
部
議
員　

積
極
的
賛
成
で
な
い
方

が
附
帯
決
議
に
賛
成
、
と
い
う
捉
え

方
が
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
私
は
給
食

費
無
償
化
は
市
独
自
で
優
先
し
て
や

る
べ
き
と
い
う
考
え
の
中
で
、
そ
の

た
め
に
は
恒
久
的
な
財
源
の
確
保
、

ど
こ
を
削
れ
る
の
か
も
議
論
し
た
上

で
、
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と

い
う
思
い
で
賛
成
し
ま
す
。

▲長山中学校は、令和９年度から「北竜台学園」
　として、小中一貫の義務教育学校となります

本会議本会議
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杉
野
委
員　

北
竜
台
学
園
の
名
称
の

決
ま
り
方
と
、
学
園
と
い
う
名
称
は

一
般
的
な
の
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

教
育
総
務
課
長　

統
合
準
備
会
で
公

募
す
る
こ
と
と
な
り
、
公
募
し
た
結

果
、
北
竜
台
の
名
が
つ
く
名
称
が
多

く
、
最
終
的
に
北
竜
台
学
園
に
決
ま

り
ま
し
た
。
校
名
に
つ
い
て
は
、
義

務
教
育
学
校
、
学
園
、
小
中
学
校
と

い
う
名
称
が
一
般
的
で
す
。

◆
議
案
第
６
号

　

龍
ケ
崎
市
さ
ん
さ
ん
館
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て　
　

　

委
員
よ
り
質
疑
が
あ
っ
た
後
、
採

決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
了
承
し
ま

し
た
。

久
米
原
委
員　

こ
れ
ま
で
土
曜
日
を

月
に
１
回
試
験
的
に
開
館
し
て
い
た

と
の
こ
と
で
す
が
、
平
日
と
比
べ
て

の
利
用
状
況
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

こ
ど
も
家
庭
課
長　

平
日
と
土
曜
日

の
利
用
者
数
は
、
ほ
ぼ
同
様
で
し
た

が
、
土
曜
日
は
お
父
さ
ん
と
お
子
さ

ん
の
来
館
が
多
い
傾
向
が
あ
り
ま
し

た
。

◆
議
案
第
７
号

　

龍
ケ
崎
市
駅
前
こ
ど
も
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

　

委
員
よ
り
質
疑
が
あ
っ
た
後
、
採

決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
了
承
し
ま

し
た
。

伊
藤
委
員　

こ
れ
ま
で
の
利
用
状
況

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

保
育
課
長　

今
年
度
の
送
迎
利
用
者

に
関
し
て
は
、
昨
年
度
か
ら
の
継
続

で
13
人
、
新
規
で
５
人
の
計
18
人
。

令
和
５
年
度
の
利
用
状
況
は
開
館
日

数
が
２
９
３
日
、
利
用
者
は
延
べ
人

数
で
、
保
護
者
が
１
４
１
４
人
、
児

童
が
１
５
６
４
人
で
す
。

◆
議
案
第
９
号

　

龍
ケ
崎
市
立
図
書
館
に
係
る
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て　
　

　

委
員
よ
り
質
疑
が
あ
っ
た
後
、
採

決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
了
承
し
ま

し
た
。

山
﨑
委
員　

新
た
な
指
定
管
理
者
か

ら
提
案
さ
れ
た
、
移
動
図
書
館
や
図

書
館
内
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
と
い
う
の
は

ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

文
化
・
生
涯
学
習
課
長　

移
動
図
書

館
は
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
部
分
に
書

架
を
積
ん
で
、
公
園
な
ど
の
人
が
多

く
集
ま
る
所
に
赴
く
と
い
う
も
の

で
、
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
に
つ
い
て
は
、

図
書
館
内
に
カ
ッ
プ
式
の
自
動
販
売

機
を
設
置
し
て
、
コ
ー
ヒ
ー
等
を
飲

み
な
が
ら
図
書
の
閲
覧
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
も
の
で
す
。

◆
議
案
第
１
号

　

龍
ケ
崎
市
森
林
公
園
維
持
整
備
基

金
条
例
に
つ
い
て　
　

　

委
員
よ
り
質
疑
が
あ
っ
た
後
、
採

決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
了
承
し
ま

し
た
。

後
藤
（
敦
）
委
員　

基
金
を
活
用
し

て
、
市
民
割
引
を
す
る
こ
と
は
将
来

的
に
は
可
能
で
す
か
。

道
路
公
園
課
長　

利
用
料
の
割
引
に

つ
い
て
は
、
基
金
を
活
用
で
き
る
可

能
性
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

◆
議
案
第
11
号

　

龍
ケ
崎
市
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
に

係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て　
　

　

委
員
よ
り
質
疑
が
あ
っ
た
後
、
採

決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
了
承
し
ま

し
た
。

藤
木
委
員　

市
民
活
動
団
体
が
一
堂

に
会
し
、
意
見
を
聞
く
場
が
な
い
よ

う
に
感
じ
た
の
で
す
が
、
そ
の
よ
う

な
場
は
あ
り
ま
す
か
。

地
域
づ
く
り
推
進
課
長　

す
べ
て
の

団
体
に
お
声
が
け
を
し
て
い
る
か
は

わ
か
り
か
ね
ま
す
が
、
年
に
一
度
、

市
民
活
動
団
体
に
意
見
を
伺
う
交
流

会
の
場
を
設
け
て
い
ま
す
。

◆
議
案
第
13
号

　

令
和
６
年
度
龍
ケ
崎
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）

　

委
員
よ
り
質
疑
が
あ
っ
た
後
、
採

決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
了
承
し
ま

し
た
。

金
剛
寺
委
員　

消
防
設
備
整
備
事
業

の
備
品
購
入
費
に
つ
い
て
、
消
防
団

の
合
併
に
伴
い
、
消
防
車
両
１
台
分

の
購
入
費
用
を
減
額
す
る
と
の
こ
と

で
す
が
、
合
併
と
な
る
８
分
団
の
地

域
や
人
数
な
ど
の
詳
細
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

防
災
安
全
課
長　

庄
兵
衛
新
田
を
管

轄
し
て
い
る
８
分
団
４
部
と
、
小
通

幸
谷
を
管
轄
し
て
い
る
８
分
団
５
部

に
つ
い
て
、
８
ー
５
の
小
通
幸
谷
の

方
が
８
ー
４
に
吸
収
合
併
さ
れ
る
形

と
な
り
ま
す
。
人
数
に
つ
い
て
は
、

８
ー
４
が
７
人
、
８
ー
５
が
８
人
で

あ
り
、
こ
れ
が
統
合
さ
れ
て
15
人
体

制
と
な
り
ま
す
。

◆
議
案
第
３
号

　

龍
ケ
崎
市
立
学
校
設
置
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て　
　

　

委
員
よ
り
質
疑
が
あ
っ
た
後
、
採

決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
了
承
し
ま

し
た
。

　第４回定例会においては、議案等の審査が３つの常任委員会（総務、
文教福祉、都市経済）に付託され、各委員会において慎重に審査が行
われました。その審査内容の一部について、掲載しています。

▼
文
教
福
祉
委
員
会

▼
都
市
経
済
委
員
会

▼
総
務
委
員
会

常任委員会常任委員会



議案番号 件　　　名 議決結果

議　
　
　
　

案

第１号 龍ケ崎市森林公園維持整備基金条例について 全員賛成で可決

第２号 龍ケ崎市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について 全員賛成で可決

第３号 龍ケ崎市立学校設置条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例について 全員賛成で可決

第４号 龍ケ崎市医療福祉費支給に関する条例の一部を改正する条例について 全員賛成で可決

第５号 龍ケ崎市立保育所設置条例の一部を改正する条例について 全員賛成で可決

第６号 龍ケ崎市さんさん館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について 全員賛成で可決

第７号 龍ケ崎市駅前こどもステーションの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について 全員賛成で可決

第８号 龍ケ崎市保健センター設置条例の一部を改正する条例について 全員賛成で可決

第９号 龍ケ崎市立図書館に係る指定管理者の指定について 全員賛成で可決

第 10 号 龍ケ崎市総合体育館（たつのこアリーナ）外１６施設に係る指定管理者の指定について 全員賛成で可決

第 11 号 龍ケ崎市市民活動センターに係る指定管理者の指定について 全員賛成で可決

第 12 号 龍ケ崎市自転車等駐車場に係る指定管理者の指定について 全員賛成で可決

第 13 号 令和６年度龍ケ崎市一般会計補正予算（第５号） 全員賛成で可決

第 14 号 令和６年度龍ケ崎市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 全員賛成で可決

第 15 号 令和６年度龍ケ崎市介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 全員賛成で可決

第 16 号 令和６年度龍ケ崎市児童発達支援事業特別会計補正予算（第２号） 全員賛成で可決

第 17 号 令和６年度龍ケ崎市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号） 賛成多数で可決

第 18 号 令和６年度龍ケ崎市下水道事業会計補正予算（第２号） 全員賛成で可決

報　

告

第１号 専決処分の承認を求めることについて（令和６年度龍ケ崎市一般会計補正予算（第４号）） 全員賛成で承認

第 2 号 専決処分の承認を求めることについて（和解に関することについて） 全員賛成で承認

市議会だより 212 号（8）

結 果議 決
令和６年第４回定例会 （会期：12 月４日～ 19 日（16 日間））



（9）市議会だより 212 号

※採決の結果、賛否が分かれた議案等を掲載しています
※議長（油原議員）は採決に加わりません 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○＝賛成　×＝反対
　　　　　　　　　　　　　　　　

議案
番号

議決
結果

賛否数 議員名及び賛否の別

賛
成

反
対

金
剛
寺

伊
藤

藤
木

櫻
井

札
野

大
野
（
み
）

久
米
原

山
宮

石
嶋

山
村

加
藤

岡
部

山
﨑

後
藤
（
光
）

椎
塚

油
原

大
竹

後
藤
（
敦
）

杉
野

寺
田

鴻
巣

大
野
（
誠
）

議17 可決 19 2 ✕ ✕ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○

陳１ 不採択 ２ 19 ○ ○ ✕ ✕ ✕ ✕ ✕ ✕ ✕ ✕ ✕ ✕ ✕ ✕ ✕ ー ✕ ✕ ✕ ✕ ✕ ✕

附１ 可決 12 ９ ✕ ✕ ✕ ✕ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ✕ ○ ー ○ ○ ✕ ✕ ✕ ✕

議案等に対する議員の賛否

議案等番号 件　　　名 議決結果

令和６年
請願第４号 龍ケ崎市立小中学校の学校給食費無償化を求める請願書 全員賛成で採択

令和６年
陳情第１号 馴馬町日枝神社の樹木の調査を求める陳情書 賛成少数で不採択

附帯決議案 
第１号 令和６年請願第４号 龍ケ崎市立小中学校の学校給食費無償化を求める請願書に対する附帯決議 賛成多数で可決

意見書案第１号 学校給食費を無償化するための恒久的な財政措置を求める意見書 全員賛成で可決

※賛否が分かれた議案等（　　　　部分）に対する議員の態度については、下記に掲載しています
※請願、陳情、意見書の内容は、市議会ホームページに掲載しています

　令和 6 年請願第 4 号の採択をうけ、その請願事項に基づき、龍ケ崎市議会は、12 月 19 日付けで下記
の意見書を国（文部科学省をはじめとする関係省庁）及び茨城県に提出しました。

 「学校給食費を無償化するための恒久的な財政措置を求める意見書」

 意見書を提出しました

（主な内容）
　学校給食は、学校給食法に基づき実施され、成長期にある児童生徒の
心身の健全な発達に資するものであり、かつ、児童生徒の食に関する正
しい理解と適切な判断力を養う上で重要な役割を果たすものである。 
特に、義務教育課程では、日本全国平等な教育環境が求められる中で、
教育の根幹に関わる学校給食制度について、自治体間の格差を生じさせ
ることは問題である。 
　よって、教育の根幹に関わる学校給食制度に自治体間で格差が生じる
ことが決してないよう、国及び茨城県の責任において学校給食費を無償
化するための恒久的な財政措置を講じるよう強く要望する。



ら
、
国
の
定
期
接
種
化
の
動

き
が
出
て
き
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
補
助
対
象
年
齢
や
、
助

成
金
額
が
変
わ
る
可
能
性
も

出
て
き
ま
す
。
市
の
助
成
に

対
す
る
今
後
の
考
え
を
お
示

し
く
だ
さ
い
。

健
康
ス
ポ
ー
ツ
部
長　

今

後
、
国
が
示
す
定
期
予
防
接

種
化
の
詳
細
が
明
ら
か
と
な

り
決
定
さ
れ
た
場
合
に
は
、

そ
の
内
容
を
踏
ま
え
た
上

で
、
接
種
費
用
の
負
担
軽
減

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

こちらの記事は、議員本人が書いています　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市議会だより 212 号（10）

議
員　

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

の
助
成
制
度
に
つ
い
て
は
、

公
明
党
と
し
て
議
会
で
何
度

も
取
り
上
げ
、
予
算
要
望
書

に
も
公
費
助
成
を
訴
え
続
け

て
き
た
結
果
、
令
和
６
年
４

月
よ
り
、
50
歳
以
上
を
対
象

と
し
て
、
生
ワ
ク
チ
ン
は
４

千
円
を
上
限
と
し
て
１
回
、

不
活
化
ワ
ク
チ
ン
は
１
万
円

を
上
限
と
し
て
２
回
が
助
成

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
市
民

に
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
令
和
７
年
４
月
か

市
政
を
問
う

一
般
質
問

一
般
質
問

市
政

し　
　

 

せ
い

一
般
質
問
と
は

　　

議
員
が
、
市
の
行
政
全
般
に
わ
た

り
、
執
行
状
況
や
将
来
の
方
針
な
ど

を
質
問
し
た
り
、
政
策
提
言
を
行
う

も
の
で
、
定
例
会
の
み
行
わ
れ
ま
す
。

　

質
問
時
間
は
、
答
弁
時
間
を
含

め
、
議
員
１
名
に
つ
き
90
分
以
内
で
、 

時
間
内
で
あ
れ
ば

何
回
で
も
質
問

で
き
ま
す
。

議
員　

市
民
の
相
続
問
題
に

対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
支
援

を
行
っ
て
い
る
か
教
え
て
く

だ
さ
い
。

総
合
政
策
部
長　

ま
ち
の
魅

力
創
造
課
空
家
対
策
室
に
お

い
て
助
言
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
空
き
家
等
を

抑
制
す
る
取
組
と
し
て
、
令

和
３
年
度
よ
り
専
門
の
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
生
前
整
理

講
演
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
そ
の
ほ
か
、
家
や
土
地

の
相
続
や
処
分
な
ど
、
不
動

産
相
談
会
を
継
続
的
に
開
催

し
て
お
り
ま
す
。

議
員　

沢
山
の
市
民
が
相
談

に
来
ら
れ
て
い
る
の
で
、
さ

ら
な
る
活
動
強
化
を
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
、
調
整
区
域

の
相
続
説
明
会
も
推
進
す
べ

き
と
考
え
ま
す
。
ご
検
討
を

お
願
い
し
ま
す
。

一般質問において、質問者である議員が答弁者を
指定しても、執行機関は拘束されません。

　

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
助
成
に
つ
い
て              

山
宮　

留
美
子　

議
員

　

市
内
の
遊
休
地
に
つ
い
て　
　
　
　

札
野　

章
俊　

議
員

　

公
共
施
設
の
跡
地
活
用
に
つ
い
て

議
員　

学
校
は
そ
の
地
域
の

地
理
的
・
人
口
分
布
的
に
中

心
に
あ
る
の
で
、
廃
校
す
る

学
校
こ
そ
地
域
に
根
差
し
た

施
設
に
再
活
用
す
べ
き
と
考

え
ま
す
。

総
務
部
長　

立
地
や
建
物
の

状
況
な
ど
に
応
じ
、
仮
に
民

間
活
用
と
な
る
場
合
で
も
、

地
域
か
ら
の
要
望
が
あ
れ

ば
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

に
資
す
る
取
組
を
公
募
の
条

件
と
す
る
こ
と
も
可
能
で

す
。
今
後
、
大
宮
、
松
葉
、

長
山
小
学
校
の
閉
校
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
龍
ケ
崎

市
公
共
施
設
跡
地
活
用
方
針

に
基
づ
き
、
地
域
の
皆
様
と

の
対
話
を
重
ね
、
跡
地
活
用

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

議
員　

今
後
の
学
校
跡
地
活

用
は
、
市
民
の
た
め
に
ど
ん

な
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る
か

を
、
行
政
が
提
案
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

高
齢
者
等
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

早
期
改
善
に
つ
い
て

議
員　

未
だ
に
ア
ナ
ロ
グ
の

固
定
電
話
し
か
設
置
で
き
な

い
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
早

期
改
善
の
見
通
し
に
つ
い
て

お
示
し
く
だ
さ
い
。

福
祉
部
長　

こ
の
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
ア
ナ

ロ
グ
回
線
及
び
、
光
回
線
に

限
っ
た
設
置
等
の
課
題
が
あ

り
、
シ
ス
テ
ム
の
見
直
し
を

求
め
る
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
状
況
を
受
け
、

通
信
回
線
等
を
限
定
し
な

い
新
た
な
シ
ス
テ
ム
を
導

入
す
べ
く
Ｎ
Ｔ
Ｔ
以
外
の

事
業
者
か
ら
も
聞
き
取
り

を
行
い
、
新
シ
ス
テ
ム
導

入
に
向
け
て
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

掲
載
以
外
の
質
問
項
目

◆
単
身
世
帯
の
増
加
に
対

す
る
市
の
取
組
に
つ
い
て



議
員　

市
外
の
病
院
へ
の
通

院
が
大
変
と
の
要
望
で
、
６

月
か
ら
開
始
さ
れ
た
事
業
で

す
が
、
要
件
が
要
介
護
３
以

上
と
な
り
利
用
出
来
な
い
と

の
声
が
あ
り
、
現
在
の
利
用

状
況
と
要
件
緩
和
を
求
め
ま

す
。

福
祉
部
長　

６
月
か
ら
11
月

で
７
名
が
19
回
利
用
。
運
転

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
４
名
に
留

ま
っ
て
い
る
。
要
件
緩
和
を

す
る
と
対
象
者
が
広
が
り
、

運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
車
両

が
不
足
す
る
。
ま
ず
は
こ
の

課
題
の
解
決
が
先
決
で
す
。

（11）市議会だより 212 号

議
員　

母
乳
バ
ン
ク
と
は
、

赤
ち
ゃ
ん
を
出
産
後
ご
自
身

の
お
子
さ
ん
が
必
要
と
す
る

以
上
に
母
乳
が
出
る
ド
ナ
ー

よ
り
寄
付
し
て
い
た
だ
い
た

母
乳
を
、
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
要
請

に
応
じ
て
、
ド
ナ
ー
ミ
ル
ク

と
し
て
、
早
産
１
５
０
０
グ

ラ
ム
未
満
の
極
低
出
生
体
重

児
に
提
供
す
る
仕
組
み
で

す
。
情
報
提
供
の
取
組
と
し

て
、
母
乳
バ
ン
ク
に
関
す
る

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
母
子
健
康

手
帳
配
布
時
に
併
せ
て
配
布

し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

福
祉
部
長　

母
子
健
康
手
帳

交
付
時
だ
け
で
な
く
、
市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
活
用
し

て
、
母
乳
バ
ン
ク
に
つ
い
て
周

知
す
る
と
と
も
に
、
母
乳
の
提

供
を
希
望
さ
れ
る
場
合
の
ド

ナ
ー
登
録
の
方
法
に
つ
い
て

も
併
せ
て
周
知
し
て
ま
い
り

ま
す
。

議
員　

想
定
最
大
規
模
の
降

雨
に
よ
り
河
川
が
氾
濫
し
た

場
合
に
予
想
さ
れ
る
最
も
深

い
水
深
を
示
す
想
定
浸
水
深

表
示
の
設
置
に
つ
い
て
お
伺

い
し
ま
す
。

危
機
管
理
監　

本
市
に
お
け

る
設
置
箇
所
や
設
置
に
係
る

費
用
に
つ
い
て
検
証
を
行
っ

て
お
り
、
実
施
に
向
け
た
調

整
を
進
め
て
い
ま
す
。

議
員　

街
区
公
園
の
防
災
井

戸
設
置
に
つ
い
て
お
伺
い
し

ま
す
。

市
長　

供
給
体
制
を
整
備
し

て
い
く
中
で
、
体
制
が
十
分

で
な
い
地
域
な
ど
へ
の
対
処

の
方
法
と
し
て
様
々
な
方
法

と
併
せ
て
検
討
を
考
え
て
ま

い
り
ま
す
。

　

小
中
学
校
の
ト
イ
レ
に
つ
い
て

議
員　

能
登
半
島
地
震
で

は
、
11
月
の
発
表
で
関
連
死

が
直
接
死
を
上
回
り
、
避
難

所
生
活
の
改
善
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
能
登
半
島
地
震
で
問

題
と
な
っ
た
ダ
ン
ボ
ー
ル

ベ
ッ
ト
の
備
蓄
、
避
難
所
の

レ
イ
ア
ウ
ト
の
準
備
、
清
潔

で
明
る
い
ト
イ
レ
の
準
備
に

つ
い
て
の
現
状
は
。

危
機
管
理
監　

ダ
ン
ボ
ー
ル

ベ
ッ
ト
１
８
０
基
備
蓄
、
避

難
所
レ
イ
ア
ウ
ト
図
は
防
災

コ
ン
テ
ナ
に
配
備
し
て
い
ま

す
。
ト
イ
レ
は
今
後
、
明
る

い
場
所
へ
の
設
置
、
個
室
内

の
電
池
式
ラ
ン
タ
ン
や
防
犯

ブ
ザ
ー
設
置
等
、
環
境
整
備

に
努
め
ま
す
。

議
員　

能
登
半
島
地
震
で

は
、
長
期
の
断
水
で
、
生

活
用
水
の
確
保
、
入
浴
、

洗
濯
な
ど
も
課
題
と
な
り

ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
準

備
状
況
は
ど
う
で
す
か
。

危
機
管
理
監　

生
活
用
水

の
確
保
は
防
災
井
戸
、
耐

震
性
貯
水
槽
、
水
槽
車
な

ど
準
備
を
し
て
き
ま
し
た
。

入
浴
、
洗
濯
に
つ
い
て
は

民
間
温
浴
施
設
と
の
災
害

協
定
、
洗
濯
キ
ッ
ト
の
備

蓄
や
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
事
業

者
と
の
協
定
締
結
の
検
討

を
行
い
ま
す
。

　

災
害
関
連
死
を
生
ま
な
い

　
　
　
　

避
難
所
設
営
に
つ
い
て
問
う

　

防
災
減
災
の
取
組
に
つ
い
て 久

米
原　

孝
子　

議
員

　

市
外
病
院
へ
の
移
送
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　

事
業
の
要
件
緩
和
を
求
め
る

金
剛
寺　

博　

議
員

　

母
乳
バ
ン
ク
の

　
　
　
　

認
知
度
向
上
に
つ
い
て

大
野　

み
ど
り　

議
員

議
員　

市
内
小
・
中
学
校
ト

イ
レ
の
洋
式
便
座
の
暖
房
便

座
設
置
状
況
に
つ
い
て
お
伺

い
し
ま
す
。

教
育
部
長　

市
立
小
・
中
学

校
の
洋
式
ト
イ
レ
に
は
、
１

０
１
か
所
に
暖
房
便
座
を
設

置
し
て
ま
す
が
、
３
２
０
か

所
で
未
設
置
と
な
っ
て
お

り
、
ト
イ
レ
環
境
の
改
善
を

す
る
上
で
の
課
題
で
あ
る
と

捉
え
て
い
ま
す
。

議
員　

寒
い
時
期
は
冷
た
い

便
座
で
は
子
ど
も
た
ち
の
健

康
を
考
え
た
ら
と
て
も
心
配

で
す
。
早
急
に
で
き
る
取
組

と
し
て
水
拭
き
や
ア
ル
コ
ー

ル
除
菌
可
能
な
ク
ッ
シ
ョ
ン

性
の
あ
る
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

フ
ォ
ー
ム
の
便
座
シ
ー
ト
を

設
置
し
て
は
い
か
が
で
す

か
。

教
育
長　

今
後
順
次
、
学
校

ト
イ
レ
の
改
修
に
取
り
組
み

ま
す
が
工
事
完
了
ま
で
は
所

要
の
期
間
を
要
す
る
こ
と
か

ら
、
衛
生
面
に
配
慮
さ
れ
た

容
易
に
設
置
可
能
な
、
議
員

ご
提
案
の
便
座
シ
ー
ト
の
検

討
も
含
め
進
め
ま
す
。

　

リ
ト
ル
ベ
ビ
ー
と
母
親
の
支
援
に
つ
い
て

議
員　

神
奈
川
県
は
、
２
５

０
０
グ
ラ
ム
未
満
で
生
ま
れ

た
低
出
生
体
重
児
、
リ
ト
ル

ベ
ビ
ー
と
そ
の
母
親
た
ち
を

支
援
す
る
一
環
と
し
て
、
外

出
先
で
母
乳
の
搾
乳
の
必
要

性
が
生
じ
て
も
、「
赤
ち
ゃ

ん
が
い
な
い
の
に
」
と
い
っ

た
偏
見
か
ら
１
人
で
授
乳
室

を
利
用
す
る
の
を
た
め
ら
う

母
親
の
た
め
に
、
搾
乳
で
き

る
こ
と
を
示
す
マ
ー
ク
を
作

成
し
ま
し
た
。
こ
の
マ
ー
ク

を
市
内
公
共
施
設
の
授
乳
室

に
設
置
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
が
、
見
解
は
。 

福
祉
部
長　

議
員
ご
紹
介
の

「
搾
乳
で
き
ま
す
マ
ー
ク
」

が
普
及
し
て
い
く
こ
と
で
、

母
乳
育
児
を
多
く
の
母
親
が

続
け
や
す
く
な
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
今
後
、「
搾

乳
で
き
ま
す
マ
ー
ク
」
を
市

内
公
共
施
設
の
授
乳
室
入
口

に
掲
示
し
周
知
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。



わ
か
ら
な
い
と
の
反
応
に
見

え
ま
し
た
。
そ
の
後
松
葉
地

区
協
議
会
だ
よ
り
で
は
「
未

知
の
感
染
症
へ
の
懸
念
の
払

拭
等
」
が
要
望
と
し
て
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
地
域

住
民
の
意
見
を
充
分
汲
み
上

げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
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議
員　

昨
年
度
、
全
国
の
不

登
校
の
児
童
・
生
徒
数
は
過

去
最
多
で
す
。
不
登
校
の
広

が
り
は
、
学
校
や
社
会
が
子

ど
も
に
と
っ
て
息
苦
し
い
場

で
あ
る
表
れ
で
す
。
市
の
現

状
と
対
策
を
伺
い
ま
す
。

教
育
部
長　

病
気
に
よ
る
欠

席
を
除
き
30
日
以
上
の
欠
席

数
は
、
令
和
４
年
度
は
小
学

生
が
86
人
、
中
学
生
が
１
５

８
人
、
令
和
５
年
度
は
小
学

生
が
88
人
、
中
学
生
が
１
４

１
人
で
す
。
支
援
は
龍
の
子

さ
わ
や
か
相
談
員
、
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
校
内
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
、
教
育
セ
ン

タ
ー
の
相
談
な
ど
に
努
め
て

い
ま
す
。

議
員　

フ
リ
ー
ス
ク
―
ル
の

利
用
料
は
文
部
科
学
省
の
調

査
で
月
約
３
万
円
で
す
。
市

の
補
助
を
求
め
ま
す
。

教
育
部
長　

民
間
の
フ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
の
公
的
援
助
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
が
出
席
扱
い

と
し
、
学
校
以
外
の
学
び
の

場
と
し
て
認
め
て
い
ま
す
。

議
員　

学
び
の
場
と
し
て
の

費
用
負
担
は
す
べ
き
で
す
。

議
員　

管
財
課
よ
り
「
松
葉

小
跡
地
に
県
の
保
健
所
移
転

決
定
」
の
知
ら
せ
が
、
10
月

２
日
各
市
議
会
議
員
に
送
信

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
つ
い

て
お
尋
ね
し
ま
す
。

総
務
部
長　

９
月
28
日
の
説

明
会
で
は
１
５
１
名
の
参
加

者
が
あ
り
、
当
日
実
施
の
ア

ン
ケ
ー
ト
１
０
３
件
中
、
保

健
所
移
転
に
反
対
１
件
、
賛

成
10
件
で
し
た
の
で
一
定
の

ご
理
解
を
得
た
と
判
断
し
ま

し
た
。

議
員　

私
も
傍
聴
し
て
い
ま

し
た
が
、
参
加
住
民
の
大
多

数
は
初
め
て
聞
く
話
で
よ
く

　

農
業
支
援
の
拡
充
に
つ
い
て

議
員　

県
内
で
は
下
妻
市
、
鉾

田
市
、
八
千
代
町
、
つ
く
ば
み

ら
い
市
が
（
株
）
ク
ボ
タ
と
連

携
し
て
、
農
機
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
。

高
額
な
農
機
具
を
必
要
と
す

る
農
家
や
短
期
間
で
の
使
用

が
求
め
ら
れ
る
際
に
、
経
済
的

に
も
有
効
で
必
要
な
時
に
利

用
で
き
る
農
機
具
レ
ン
タ
ル

サ
ー
ビ
ス
は
、
都
内
で
は
民
間

が
行
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ

る
。
本
市
で
も
こ
の
よ
う
な
農

機
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を
展
開
し

て
は
い
か
が
か
。

市
民
経
済
部
長　

ご
紹
介
の

よ
う
な
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ

は
コ
ス
ト
面
で
の
負
担
軽
減

が
期
待
で
き
る
と
感
じ
ま
す
。

ま
た
、
ス
ポ
ッ
ト
的
に
活
用
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
は
、
新
品
目
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
機
会
の
創

出
に
も
な
り
得
る
も
の
と
考

え
ま
す
の
で
、
他
市
の
事
例
や

農
業
者
の
意
見
を
参
考
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

後
藤　

光
秀　

議
員

　

不
登
校
の
児
童
・
生
徒
に

　
　
　
　
　

暖
か
い
支
援
を
求
め
る

伊
藤　

悦
子　

議
員

　

松
葉
、
長
山
小
学
校
廃
校
後
の

　
　
　
　
　
　
　

跡
地
利
用
に
つ
い
て

藤
木　

妙
子　

議
員

▲説明会では様々な意見が
　出されました

議
員　

土
地
を
活
用
す
る
こ

と
で
キ
ャ
ン
プ
の
で
き
る
場

所
や
自
然
が
本
市
に
は
沢
山

あ
る
。
龍
ヶ
岡
公
園
を
東
に

下
っ
た
奥
に
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

が
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
奥
に
は

破
竹
川
が
流
れ
て
い
る
。
そ
の

隣
接
し
て
い
る
土
地
は
い
ま

だ
利
活
用
さ
れ
て
い
な
い
空

き
地
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ

こ
で
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
キ
ャ

ン
プ
の
で
き
る
エ
リ
ア
と
し

て
開
放
し
て
は
ど
う
か
。

都
市
整
備
部
長　

煙
や
ご
み
、

騒
音
等
の
問
題
も
懸
念
さ
れ

る
こ
と
か
ら
課
題
も
多
く
ご

ざ
い
ま
す
。
龍
ケ
崎
み
ら
い
創

造
ビ
ジ
ョ
ン
ｆ
о
ｒ
２
０
３

０
の
施
策
の
一
つ
で
あ
る
大

規
模
公
園
の
活
用
に
お
い
て
、

そ
の
特
徴
を
生
か
し
た
魅
力

あ
る
公
園
整
備
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
そ
の
中
で
調

査
研
究
し
て
ま
い
り
た
い
。

　

公
営
キ
ャ
ン
プ
場
に
つ
い
て

　

地
方
自
治
法
の
改
正
に
つ
い
て

議
員　

昨
年
の
法
改
正
は
、

各
大
臣
の
自
治
体
へ
の
指
示

権
の
導
入
で
す
。
憲
法
で
保

障
さ
れ
た
地
方
自
治
体
の
本

旨
を
侵
害
し
か
ね
ず
、
戦
争

を
す
る
国
づ
く
り
に
地
方
自

治
体
を
動
員
す
る
危
惧
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
市
長
の
見
解

を
伺
い
ま
す
。

市
長　

今
回
の
改
正
は
、
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
危

機
に
関
し
て
の
背
景
が
あ
る

と
認
識
し
て
お
り
、
国
の
指

示
権
に
よ
る
武
力
攻
撃
事
態

等
へ
の
対
応
つ
い
て
、
総
務

省
は
、
事
態
対
処
法
制
に
設

け
ら
れ
今
回
の
改
正
に
基
づ

く
関
与
は
考
え
て
い
な
い
と

明
確
に
示
し
て
い
ま
す
。

議
員　

い
が
っ
ぺ
市
が
昨
年

よ
り
商
店
街
で
は
な
く
、
市

役
所
駐
車
場
で
の
開
催
と

な
っ
た
こ
と
つ
い
て
お
尋
ね

し
ま
す
。

市
民
経
済
部
長　

実
行
委
員

会
で
は
、
商
店
会
加
盟
店
の

減
少
の
た
め
、
負
担
軽
減
に

よ
り
市
駐
車
場
が
提
案
さ
れ

ま
し
た
。

議
員　

商
店
街
の
衰
退
と
、

市
の
歴
史
的
遺
産
を
活
か
せ

な
い
行
政
問
題
等
あ
り
ま
す

が
、
市
の
発
展
の
た
め
今
後

も
鋭
意
努
力
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

　

市
民
パ
ワ
ー
の
街
興
し



議
員　

世
界
は
、
大
気
や
海
洋

の
平
均
気
温
の
上
昇
や
人
口

増
の
影
響
、
将
又
病
の
流
行
や

災
害
、
紛
争
や
貧
困
等
で
食
料

危
機
の
中
、
茨
城
県
を
含
め

関
東
圏
の
食
料
自
給
率
カ
ロ

リ
ー
・
生
産
額
ベ
ー
ス
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

市
民
経
済
部
長　

食
料
自
給

率
カ
ロ
リ
ー
べ
ー
ス
で
茨
城

県
・
栃
木
県
68
％
、
群
馬
県

34
％
、
埼
玉
県
13
％
、
千
葉
県

24
％
、
東
京
都
０
％
、
神
奈
川

県
２
％
で
す
。

議
員　

本
市
の
農
業
生
産
物

の
種
類
と
生
産
額
に
つ
い
て
。

市
民
経
済
部
長　

令
和
４
年

米
15
億
７
千
万
円
、
野
菜
３
億

７
千
万
円
、
イ
モ
、
豆
類
１
億

円
、
果
物
３
千
万
円
、
畜
産
３

億
５
千
万
円
で
す
。

議
員　

全
国
の
生
産
額
の
多

い
市
町
村
は
、
米
は
新
潟
市
、

イ
モ
・
野
菜
は
鉾
田
市
、
牛
・

豚
は
都
城
市
で
生
産
額
が
４

９
７
億
１
千
万
円
で
、
ふ
る
さ

と
納
税
が
令
和
５
年
約
１
９

４
億
円
で
全
国
１
位
、
な
お
移

住
者
が
３
７
１
０
人
増
で
す
。

持
続
可
能
な
本
市
を
鑑
み
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
に
お
け
る
地
産
地
消

の
役
割
は
如
何
に
。

市
民
経
済
部
長　

地
産
地
消

の
取
組
は
、
目
標
２
飢
餓
を
ゼ

ロ
、
目
標
11
住
み
続
け
ら
れ
る

ま
ち
づ
く
り
、
目
標
12
つ
く
る

責
任
、
つ
か
う
責
任
、
目
標
13

気
候
変
動
に
具
体
的
な
対
策

を
、
の
重
要
な
役
割
で
す
。

議
員　

日
本
の
フ
ー
ド
マ
イ

レ
ー
ジ
は
２
０
１
６
年
の

デ
ー
タ
で
約
85
万
ｔ
・
㎞
で
先

進
国
で
一
番
高
い
。
都
心
に
近

い
当
市
の
地
積
の
約
43
％
を

占
め
る
山
林
・
農
地
に
対
し
て

の
考
え
方
を
伺
い
た
い
。

市
長　

龍
ケ
崎
市
は
、
都
心
へ

の
ア
ク
セ
ス
・
豊
か
な
自
然
環

境
の
中
、
地
域
で
の
安
定
し
た

消
費
の
確
保
の
た
め
農
業
分

野
で
の
ス
マ
ー
ト
農
業
へ
の

導
入
支
援
、
山
林
や
農
地
の
保

全
や
水
源
の
涵
養
、
景
観
の
維

持
を
市
民
・
農
業
者
・
関
係
団

体
等
と
一
体
に
な
り
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
を
致
し
ま
す
。
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地
産
地
消
の

　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

大
竹　
　

昇　

議
員

議
員　

消
防
機
庫
や
詰
所
の

維
持
管
理
に
つ
い
て
、
市
が

状
況
を
し
っ
か
り
把
握
し
た

上
で
、
市
の
負
担
で
整
備
す

べ
き
と
考
え
る
が
、見
解
を
。

危
機
管
理
監　

建
物
の
費
用

ま
で
市
が
負
担
す
る
こ
と
は

な
い
と
解
釈
さ
れ
る
裁
判
例

が
あ
る
。
消
防
団
は
地
域
の

サ
ポ
ー
ト
で
維
持
・
運
営
さ

れ
て
い
た
部
分
も
あ
る
。
し

か
し
、
消
防
団
と
地
域
の
関

係
性
に
変
化
が
生
じ
て
き
て

い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
市
と

し
て
新
た
な
サ
ポ
ー
ト
の
手

段
を
検
討
す
べ
き
時
代
に
来

て
い
る
も
の
と
考
え
る
。

議
員　

活
動
に
必
要
な
整

備
、維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、

市
が
当
然
に
負
担
す
べ
き
。

団
員
数
の
激
減
が
続
い
て
い

る
今
、
本
気
で
消
防
団
を
存

続
さ
せ
た
い
と
思
う
な
ら
、

こ
う
し
た
時
代
遅
れ
な
と
こ

ろ
か
ら
ど
ん
ど
ん
変
え
て
い

く
べ
き
。

　

時
代
に
合
っ
た
活
動
、
訓

練
、
運
営
体
制
の
見
直
し
、

新
制
度
導
入
な
ど
、
思
い

切
っ
た
改
革
が
今
、
必
要
。

　

ま
ず
は
団
員
の
声
、
想
い

を
把
握
す
る
た
め
、
ア
ン

ケ
ー
ト
な
ど
で
、
特
に
若
い

世
代
の
団
員
の
声
や
、
今
の

時
代
に
合
っ
た
意
見
を
吸
い

上
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
思
う
が
、
見
解
を
。

危
機
管
理
監　

団
員
個
人
の

率
直
な
意
見
を
把
握
す
る
機

会
の
創
出
は
必
要
と
考
え
て

い
る
。
時
期
や
内
容
、
そ
の

手
法
も
含
め
、
消
防
団
本
部

と
も
調
整
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

消
防
団
の
存
続
に
関

わ
る
大
切
な
時
期
に
来
て
い

る
。
今
や
ら
な
け
れ
ば
！
危

機
意
識
を
持
っ
て
、
市
が
積

極
的
に
取
組
を
始
め
、
時
代

に
合
っ
た
改
革
を
推
し
進
め

て
ほ
し
い
。
地
域
の
方
々
の

声
も
し
っ
か
り
把
握
し
た
上

で
、地
域
と
う
ま
く
連
携
し
、

地
域
の
安
全
・
安
心
に
欠
か

せ
な
い
組
織
と
し
て
、
消
防

団
が
永
続
的
に
活
躍
し
て
い

く
こ
と
を
期
待
す
る
。

　

 

時
代
に
合
っ
た
消
防
団
の
あ
り
方

岡
部　

賢
士　

議
員

議
員　

保
護
者
が
負
担
す
る

市
内
小
中
学
校
の
教
育
費
は

教
育
部
長　

小
学
校
６
年
間

で
23
・
３
万
円
～
30
・
６
万

円
、
中
学
校
３
年
間
で
30
・

３
万
円
～
33
・
２
万
円
で
す
。

議
員　

学
用
品
無
償
化
の
取

組
に
対
す
る
ご
見
解
を
。

市
長　

一
律
無
償
化
は
国
も

負
担
す
る
べ
き
も
の
で
、
現

時
点
で
学
用
品
や
教
材
等
の

無
償
化
は
考
え
て
い
ま
せ

ん
。

議
員　

学
童
保
育
ル
ー
ム
、

夏
休
み
に
長
時
間
教
室
で
の

活
動
が
続
か
な
い
よ
う
、
体

育
館
を
利
用
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

福
祉
部
長　

委
託
業
者
や
学

校
と
協
議
し
、
夏
休
み
の
体

育
館
使
用
に
つ
い
て
検
討
し

て
ま
い
り
た
い
。

議
員　

保
育
ル
ー
ム
の
開
所

時
間
を
午
後
７
時
ま
で
延
長

で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

福
祉
部
長　

委
託
業
者
や
保

護
者
に
対
す
る
調
査
に
よ
り

状
況
の
把
握
を
行
い
、
開
所

時
間
延
長
の
必
要
性
に
つ
い

て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

議
員　

保
育
ル
ー
ム
の
お
弁

当
、
４
０
０
円
以
下
で
提
供

で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

福
祉
部
長　

委
託
業
者
の
回

答
か
ら
現
時
点
で
は
、
提
供

金
額
を
４
０
０
円
に
下
げ
る

こ
と
は
難
し
い
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。（
そ
の
後
、
冬

休
み
に
３
０
０
円
で
試
験
的

に
実
施
）

議
員　

さ
ん
さ
ん
館
の
利

用
、
対
象
年
齢
の
拡
大
は
で

き
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

福
祉
部
長　

ニ
ー
ズ
の
把
握

や
利
用
状
況
を
注
視
し
な
が

ら
、
課
題
に
つ
い
て
調
査
研

究
し
て
ま
い
り
た
い
。

議
員　

育
休
中
の
保
育
認
定

条
件
、
育
休
対
象
児
童
が
３

歳
ま
で
緩
和
で
き
な
い
で

し
ょ
う
か
。

福
祉
部
長　

育
児
休
業
の
取

得
期
間
と
の
整
合
性
や
、
保

育
の
必
要
性
が
高
い
児
童
の

利
用
調
整
な
ど
を
整
理
し
、

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

　

よ
り
良
い
こ
ど
も
た
ち
の
環
境

　
　
　

づ
く
り
と
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

後
藤　

敦
志　

議
員



議
員　

多
く
の
自
治
体
で
は

地
方
創
生
を
目
的
に
地
域
活

力
を
活
か
し
た
様
々
な
取
組

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
そ
れ
ら
の
取
組
み
に
よ

り
ま
ち
に
に
ぎ
わ
い
が
つ
く

り
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
市

で
は
、
い
が
っ
ぺ
市
、
コ
ロ
ッ

ケ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
龍
ケ
崎

竹
灯
籠
ア
ー
ト
、
た
つ
の
こ
プ

レ
ー
パ
ー
ク
、
ふ
れ
愛
広
場
、

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
ま
つ
り
等
の
イ
ベ
ン
ト
に

多
く
の
来
場
者
が
あ
り
、
に
ぎ

わ
い
が
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
森
林
公
園
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
で
は
民
間
企
業
フ
ォ
レ

ス
ト
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
龍
ケ

崎
が
一
部
オ
ー
プ
ン
し
、
に

ぎ
わ
い
が
つ
く
り
だ
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
民
間
企

業
が
中
心
と
な
っ
て
、
団
体
、

企
業
等
と
連
携
し
、
地
域
と
つ

な
が
り
を
も
つ
「
官
民
連
携
に

よ
る
地
域
の
活
性
化
」
を
図
っ

て
い
る
例
と
し
て
鹿
嶋
市
が

ご
ざ
い
ま
す
。
当
市
で
は
民
間

企
業
が
中
心
と
な
り
パ
ー
ト

ナ
ー
企
業
の
持
つ
知
識
や
ノ

ウ
ハ
ウ
、
技
術
力
等
を
活
用

し
、
多
く
の
地
域
創
生
事
業
を

進
め
て
い
ま
す
。
に
ぎ
わ
い
づ

く
り
、
地
域
課
題
の
解
決
に
向

け
民
間
企
業
の
も
つ
ア
イ
デ

ア
や
活
力
が
必
要
と
考
え
る

が
い
か
が
か
。

総
合
政
策
部
長　

行
政
、
民
間

の
そ
れ
ぞ
れ
が
も
つ
「
強
み
」

を
生
か
し
た
相
互
協
力
が
重

要
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

議
員　

こ
れ
ま
で
行
わ
れ
た

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
は
、
一
時
的

な
に
ぎ
わ
い
で
終
始
し
て
い

ま
す
。
持
続
性
あ
る
に
ぎ
わ
い

づ
く
り
、
ま
ち
の
も
つ
課
題
の

解
決
に
は
、
民
間
企
業
が
中

核
と
な
り
各
組
織
を
連
携
し
、

連
携
組
織
全
体
を
ま
と
め
、

推
進
す
る
力
が
必
要
で
は
な

い
か
。
民
間
企
業
の
も
つ
力
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
を
活
用
し
、

ま
ち
を
活
性
化
す
る
、
ま
ち

の
未
来
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
、

中
核
と
な
る
組
織
の
検
討
を

進
め
て
く
だ
さ
い
。
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民
間
活
力
と
地
域
を
つ
な
い
だ

　
　
　
　
　
　
　
「
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
」

山
村　
　

尚　

議
員

議
員　

特
養
待
機
者
が
増
え

続
け
１
０
２
人
も
お
ら
れ

る
。
中
重
度
の
要
介
護
者
は

人
手
の
助
け
な
し
で
は
生
活

が
困
難
で
す
。
こ
の
ま
ま
放

置
で
す
か
。
在
宅
介
護
で
我

慢
し
て
下
さ
い
、
民
間
の
有

料
老
人
ホ
ー
ム
等
に
入
所
し

て
下
さ
い
と
い
う
の
で
し
ょ

う
か
。
経
済
的
に
余
裕
が
あ

る
高
齢
者
の
方
た
ち
だ
け
で

は
な
い
の
で
す
。
特
養
施
設

の
整
備
は
緊
急
性
が
高
く
優

先
す
べ
き
施
策
と
考
え
ま

す
。
市
長
は
こ
う
し
た
こ
と

に
つ
い
て
ど
う
認
識
さ
れ
て

い
ま
す
か
。

市
長　

今
後
の
少
子
高
齢
化

は
地
域
差
が
生
じ
る
こ
と
が

予
測
さ
れ
ま
す
。
本
市
に
お

け
る
将
来
的
な
人
口
構
成
や

高
齢
化
の
ピ
ー
ク
な
ど
を
予

測
し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
基
盤

の
整
備
等
の
取
組
を
推
進
し

た
い
。
本
市
に
は
特
養
の
ほ

か
高
齢
者
の
方
が
入
居
す
る

施
設
と
し
て
有
料
老
人
ホ
ー

ム
、サ
高
住
等
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
で
も
特
養
は
要
介
護

度
の
高
い
高
齢
者
の
方
の
終

の
棲
家
と
も
な
る
大
切
な
施

設
の
一
つ
と
認
識
し
て
お
り

ま
す
。
１
０
２
人
の
待
機
者

の
存
在
、
こ
れ
は
次
期
計
画

の
介
護
保
険
施
設
の
整
備
に

お
け
る
貴
重
な
デ
ー
タ
の
一

つ
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員　

市
長
に
は
切
羽
詰

ま
っ
た
問
題
と
し
て
受
け
止

め
て
頂
き
た
か
っ
た
。
こ
の

ま
ま
で
は
、
向
う
５
年
近
く

特
養
は
整
備
さ
れ
ま
せ
ん
。

高
齢
化
率
が
高
ま
る
事
に
比

例
し
て
中
重
度
の
要
介
護
者

が
増
え
る
の
は
必
然
で
す
。

掲
載
以
外
の
質
問
項
目

◆「
財
政
収
支
見
通
し
」（
本

年
10
月
公
表
）
を
ど
う
読
み

切
る
か

　

特
養
待
機
１
０
２
人

　
　
　

こ
の
ま
ま
放
置
す
る
の
か
！

杉
野　

五
郎　

議
員

議
員　

１
階
に
ケ
ー
ズ
デ
ン

キ
と
ワ
ン
ダ
ー
グ
ー
が
出
店

し
て
い
た
サ
プ
ラ
ス
ク
エ
ア

Ⅾ
街
区
の
建
物
（
２
階
に
は
ト

イ
ザ
ら
ス
が
出
店
中
）
に
足
場

が
組
ま
れ
、
外
壁
塗
装
工
事
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。
新
た
な
テ

ナ
ン
ト
と
し
て
入
る
事
業
者

や
オ
ー
プ
ン
時
期
な
ど
が
決

定
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

総
合
政
策
部
長　

サ
プ
ラ
ス

ク
エ
ア
を
管
理
す
る
㈱
新
都

市
ラ
イ
フ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
ケ
ー

ズ
デ
ン
キ
と
ワ
ン
ダ
ー
グ
ー

の
閉
店
に
伴
い
空
き
店
舗
と

な
っ
て
い
た
１
階
フ
ロ
ア
に

つ
い
て
は
、
新
テ
ナ
ン
ト
が
食

品
ス
ー
パ
ー
㈱
ベ
ル
ク
に
決

定
し
、
現
在
、
出
店
に
必
要
な

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
の

手
続
き
を
進
め
て
い
る
と
報

告
を
頂
き
ま
し
た
が
、
具
体
的

な
オ
ー
プ
ン
時
期
に
つ
い
て

は
、
お
答
え
出
来
る
情
報
を
持

ち
合
わ
せ
て
は
お
り
ま
せ
ん
。

議
員　

サ
プ
ラ
ス
ク
エ
ア
Ａ

街
区
に
入
居
し
て
い
る
イ

ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
が
２
月
24

日
に
閉
店
し
ま
す
。
閉
店
後
の

新
規
出
店
が
中
々
決
ま
ら
な

い
状
態
が
続
け
ば
、
現
在
出
店

中
の
テ
ナ
ン
ト
の
撤
退
が
相

次
ぐ
こ
と
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
閉
店
後

の
動
向
に
つ
い
て
、
最
新
の
情

報
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

総
合
政
策
部
長　

直
近
の
状

況
で
は
、
１
階
に
つ
い
て
は

入
居
を
希
望
す
る
食
品
ス
ー

パ
ー
と
調
整
を
進
め
る
こ
と

で
一
定
程
度
の
絞
り
込
み
を

行
っ
て
お
り
、
ま
た
、
２
階
に

つ
い
て
は
、
数
社
に
打
診
を
行

い
、
調
整
を
進
め
て
い
る
と

伺
っ
て
い
ま
す
。

議
員　

最
後
に
提
案
で
す
が
、

セ
ン
タ
ー
地
区
へ
の
商
業
施

設
の
誘
致
に
当
た
っ
て
は
、
路

線
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
が

十
分
に
確
保
さ
れ
て
い
る
こ

と
も
重
要
で
す
の
で
、
サ
プ
ラ

ス
ク
エ
ア
の
管
理
会
社
と
龍

ケ
崎
市
の
共
同
に
よ
り
、
路
線

バ
ス
事
業
者
へ
の
運
行
拡
大

の
要
望
も
行
っ
て
頂
き
た
い
。

　

北
竜
台
セ
ン
タ
ー
地
区
へ
の

　
　
　
　

出
店
者
は
決
定
し
た
の
か
？

加
藤　
　

勉　

議
員

▲特養の整備は待った
　なしです
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議
員　

美
浦
栄
線
バ
イ
パ
ス

整
備
に
お
い
て
、
沿
道
の
ま

ち
づ
く
り
計
画
を
お
尋
ね
し

ま
す
。

都
市
整
備
部
長　

圏
央
道
４

車
線
化
、
そ
れ
に
ア
ク
セ
ス

す
る
美
浦
栄
線
バ
イ
パ
ス
の

整
備
実
現
は
、
本
市
の
広
域

交
通
網
へ
の
ア
ク
セ
ス
性
の

向
上
、
首
都
圏
と
の
時
間
距

離
の
短
縮
、
つ
く
ば
の
里
工

業
団
地
周
辺
地
区
の
開
発
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
を
さ
ら
に
高
め

ま
す
。

　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
で
も
、
つ
く
ば
の
里
工
業

団
地
及
び
周
辺
地
区
を
産
業

拠
点
と
位
置
づ
け
、
区
域
の

拡
張
等
を
検
討
し
、
地
域
経

済
を
牽
引
す
る
企
業
立
地
を

推
進
す
る
エ
リ
ア
と
し
、
本

バ
イ
パ
ス
の
沿
道
と
な
る
ス

タ
ジ
ア
ム
の
東
側
エ
リ
ア

は
、
市
街
地
縁
辺
部
ゾ
ー
ン

に
位
置
づ
け
、
市
街
化
区
域

で
の
適
地
の
有
無
や
都
市
基

盤
の
整
備
状
況
、
周
辺
の
土

地
利
用
状
況
等
を
踏
ま
え
、

都
市
計
画
制
度
等
を
活
用
に

沿
っ
た
土
地
利
用
を
可
能
と

す
る
エ
リ
ア
と
し
て
い
ま

す
。

　

印
西
～
圏
央
道
直
結
道
路
の

　
　
　
　
　
　
　

沿
道
ま
ち
づ
く
り

議
員　

龍
ケ
崎
市
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
に
よ
る
と
、
龍
ケ
崎
の

２
０
６
５
年
の
目
標
人
口
は

約
５
万
９
５
７
人
で
す
。
た
だ

し
、
合
計
特
殊
出
生
率
２
・
10

を
２
０
５
０
年
か
ら
２
０
６

５
年
ま
で
の
15
年
間
維
持
し

続
け
た
場
合
で
す
。
よ
ほ
ど
努

力
に
努
力
を
重
ね
な
け
れ
ば

達
成
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

人
口
の
流
出
抑
制
、
流
入
促

進
に
関
す
る
取
組
に
つ
い
て
、

お
伺
い
し
ま
す
。

市
長　

本
年
５
月
に
私
が
本

部
長
と
な
る
人
口
問
題
対
策

推
進
本
部
と
、
そ
の
下
部
組
織

と
し
て
３
つ
の
ワ
ー
キ
ン
グ

会
議
を
設
置
し
、
少
子
化
対

策
、
女
性
活
躍
、
定
住
促
進
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
を
定
め

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
の
住
環
境
や
子

育
て
環
境
の
充
実
に
つ
い
て
、

Ｐ
Ｒ
活
動
も
展
開
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

議
員　

来
年
度
か
ら
、
新
し
い

取
組
、
あ
る
い
は
拡
充
を
し
て

進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

人
口
減
少
問
題
に
つ
い
て 大

野　

誠
一
郎　

議
員

椎
塚　

俊
裕　

議
員

議
員　

給
食
費
無
償
化
に
つ

い
て
は
以
前
よ
り
早
期
取
組

を
提
案
し
て
い
る
が
、
関
係

部
署
内
で
こ
の
議
題
に
関
し

て
の
進
捗
状
況
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

教
育
部
長　

財
源
確
保
が
課

題
で
あ
り
、
国
、
県
の
動
向

を
注
視
し
て
き
た
が
、
具
体

的
方
針
が
示
さ
れ
な
い
た

め
、
茨
城
県
市
長
会
で
国
に

対
し
て
早
期
実
現
の
要
望
を

行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

議
員　

給
食
費
無
償
化
に
つ

い
て
は
、
市
内
で
独
自
の
署

名
活
動
も
行
わ
れ
て
い
る
の

は
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
も
声
が
上

が
っ
て
い
ま
す
。
頼
も
し
い

決
断
を
お
願
い
し
た
い
。

市
長　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て

請
願
が
提
出
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
承
知
し
て
い
る
。

　

市
民
か
ら
の
切
実
な
声
と

し
て
重
く
受
け
止
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
実
現
に

は
財
源
確
保
が
課
題
と
な
っ

て
お
り
、
す
で
に
取
り
組
ん

で
い
る
市
町
村
で
は
状
況
に

よ
り
廃
止
や
縮
小
を
考
え
ね

ば
な
ら
な
い
と
い
う
声
も
あ

り
ま
す
。
請
願
の
内
容
等
を

踏
ま
え
な
が
ら
現
対
応
の
継

続
と
、
国
や
県
の
動
向
を
注

視
し
要
望
活
動
を
し
て
参
り

た
い
。

掲
載
以
外
の
質
問
項
目

◆
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り　

防
犯
カ
メ
ラ
設
置

や
防
犯
対
策
に
つ
い
て

◆
ス
ポ
ー
ツ
で
の
ま
ち
の
活

性
化
に
向
け
た
ス
ケ
ー
ト

ボ
ー
ド
パ
ー
ク
設
置
に
つ
い

て

　

公
立
小
中
学
校
の
給
食
費

　
　
　

無
償
化
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

▲多くの市民から給食費無償化
　を求める署名が集まりました

櫻
井　

速
人　

議
員

議
員　

旧
高
砂
市
営
住
宅
跡

地
の
、
一
刻
も
早
い
土
地
の

有
効
利
活
用
を
要
望
し
ま

す
。

総
務
部
長　

当
該
地
は
、
市

営
住
宅
の
用
途
を
終
え
た

後
、
他
の
公
共
用
途
で
の
活

用
見
込
み
が
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
一
部
を
当
該
地
区
の

集
会
所
用
地
と
し
て
貸
し
出

し
、
残
り
の
土
地
に
つ
い
て

は
民
間
に
よ
る
活
用
を
目
指

し
、
検
討
を
進
め
て
き
ま
し

た
。

　

高
砂
環
境
整
備
委
員
会
か

ら
の
要
望
も
あ
り
ま
す
の

で
、
課
題
整
理
に
向
け
て
手

法
を
検
討
し
ま
す
。

　

市
営
住
宅
跡
地
利
用

　

牛
久
沼
の
水
質
保
全
に
つ
い
て

議
員　

牛
久
沼
の
水
質
は
、
二

十
数
年
間
改
善
さ
れ
ず
、
む
し

ろ
徐
々
に
悪
く
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
原
因
に
つ
い
て
お
伺

い
し
ま
す
。

市
長　

牛
久
沼
流
域
で
の
急

速
な
都
市
化
・
人
口
増
加
に
伴

う
外
部
負
荷
の
増
加
、
す
な
わ

ち
流
入
す
る
汚
濁
負
荷
量
で

あ
る
Ｃ
Ｏ
Ｄ
が
増
加
し
て
い

る
こ
と
、
ま
た
、
流
入
河
川
の

水
量
の
減
少
が
要
因
の
一
つ

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

議
員　

牛
久
沼
の
水
質
改
善

に
は
、
こ
れ
ま
で
の
対
策
の
み

な
ら
ず
、
新
た
な
対
策
が
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
新

た
な
対
策
の
た
め
の
調
査
を
、

来
年
度
、
牛
久
沼
管
理
基
金
の

予
算
を
使
っ
て
実
施
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
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委
員
長

副
委
員
長

委

員

委

員

委

員

委

員

後
藤　

敦
志

後
藤　

光
秀  

金
剛
寺　

博

藤
木　

妙
子

櫻
井　

速
人  　

加
藤　
　

勉

　

今
回
の
議
会
だ
よ
り
で
は
、
現

　

今
回
の
議
会
だ
よ
り
で
は
、
現

在
市
議
会
で
取
り
組
ん
で
い
る
「
人

在
市
議
会
で
取
り
組
ん
で
い
る
「
人

口
減
少
・
少
子
化
問
題
」
と
、
そ
の

口
減
少
・
少
子
化
問
題
」
と
、
そ
の

課
題
解
決
の
た
め
の
重
要
な
方
策

課
題
解
決
の
た
め
の
重
要
な
方
策

で
あ
る
「
子
育
て
支
援
」
に
関
す
る

で
あ
る
「
子
育
て
支
援
」
に
関
す
る

提
言
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
し
た
。

提
言
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
し
た
。

市
議
会
で
は
、
こ
の
テ
ー
マ
を
全
議

市
議
会
で
は
、
こ
の
テ
ー
マ
を
全
議

員
で
調
査
研
究
し
、
市
民
ア
ン
ケ
ー

員
で
調
査
研
究
し
、
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
や
議
会
報
告
会
・
意
見
交
換
会
を

ト
や
議
会
報
告
会
・
意
見
交
換
会
を

通
じ
て
多
様
な
市
民
の
皆
様
の
声

通
じ
て
多
様
な
市
民
の
皆
様
の
声

を
伺
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
い
た
だ

を
伺
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
い
た
だ

い
た
ご
意
見
を
も
と
に
、
現
状
の
課

い
た
ご
意
見
を
も
と
に
、
現
状
の
課

題
を
深
く
掘
り
下
げ
、
本
市
の
実
情

題
を
深
く
掘
り
下
げ
、
本
市
の
実
情

に
合
っ
た
実
効
性
の
あ
る
政
策
提

に
合
っ
た
実
効
性
の
あ
る
政
策
提

言
を
行
っ
て
い
ま
す
。

言
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
令
和
５
年

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
令
和
５
年

度
の
意
見
交
換
会
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、

度
の
意
見
交
換
会
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、

「
市
議
会
が
市
民
の
声
を
反
映
し
て

「
市
議
会
が
市
民
の
声
を
反
映
し
て

い
る
と
思
い
ま
す
か
」
と
い
う
問
い

い
る
と
思
い
ま
す
か
」
と
い
う
問
い

に
対
し
、
多
く
の
「
思
わ
な
い
」
と

に
対
し
、
多
く
の
「
思
わ
な
い
」
と

い
う
回
答
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
市

い
う
回
答
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
市

民
の
皆
様
に
、
市
議
会
が
市
民
の
声

民
の
皆
様
に
、
市
議
会
が
市
民
の
声

を
適
切
に
反
映
し
、
議
会
の
政
策
提

を
適
切
に
反
映
し
、
議
会
の
政
策
提

言
に
よ
っ
て
龍
ケ
崎
が
も
っ
と
良
く

言
に
よ
っ
て
龍
ケ
崎
が
も
っ
と
良
く

な
っ
た
と
実
感
し
て
い
た
だ
く
た
め

な
っ
た
と
実
感
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
市
議
会
が
一
丸
と
な
っ
て
進
め

に
、
市
議
会
が
一
丸
と
な
っ
て
進
め

て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
声
が
議
会
の
原
動

　

市
民
の
皆
様
の
声
が
議
会
の
原
動

力
で
す
。
市
民
の
声
が
ま
ち
の
未
来

力
で
す
。
市
民
の
声
が
ま
ち
の
未
来

を
創
る
力
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

を
創
る
力
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
貴
重
な
ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ

も
貴
重
な
ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ

き
、
龍
ケ
崎
を
も
っ
と
良
く
し
て
ま

き
、
龍
ケ
崎
を
も
っ
と
良
く
し
て
ま

い
り
ま
し
ょ
う
！

い
り
ま
し
ょ
う
！

　
　
　
　
　

後

　
　
　
　
　

後  

藤　

敦

藤　

敦  

志　

記

志　

記

（再生紙を使用しています）

広
報
委
員
会

編編  

集集  

後後  

記記
　
龍
ケ
崎
市
議
会
だ
よ
り

龍
ケ
崎
市
議
会
だ
よ
り

　
　

　
　

　
　

　
　

　
      vol.212

◆
発

行
　

龍
ケ

崎
市

議
会

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

◆
編

集
　

広
報

委
員

会
　

　
◆

301-8611
茨

城
県

龍
ケ

崎
市

3710　
　

◆
TEL 0297-60-1566　

　
◆

FAX 0297-60-1585
◆

M
ail gikai@

city.ryugasaki.lg.jp
次
の
議
会

令
和
7
年
第
1
回
定
例
会
は

2
月 

27
日

開
会
予
定
で
す

　

若
者
の
門
出
を
祝
う
「
龍
ケ
崎
市
二
十
歳

の
つ
ど
い
」
が
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　「ＡＥＤ操作訓練」を実施しました
　令和 6 年第 4 回定例会の開会日（12 月 4 日）に、議場において「ＡＥＤ操作訓練」を実施
しました。当日は、龍ケ崎消防署より 2 人の消防職員にお越しいただき、胸部圧迫の方法や、
ＡＥＤの操作方法について指導を受けました。

▲日頃からの訓練がいざという時に生かせる
　ように、今後も計画的に実施してまいりま
　す。
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